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一
匹四田

公共料金をすべて凍結

《
総
務
常
坏
委
員
会
》

Ｌ
じ
‐
…
諸
報
告
を
叉
け
た
の
ち
、

請
願
お
よ
び
議
案
の
富
査
弐
汀
い
。

「
Ｊ
沢
唱
町
の
昼
休
み
時
間
の
窓
口
業

務
に
関
す
る
請
願
」
＊
≪
t
択
す
べ
き

も
の
、
「
公
会
堂
等
の
旛
汲
の
ｔ
ｍ

お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
ｊ
'
「
辺
地
に
か
か
る
公
共
的

ま
し
た
。
二
土
ハ
‐
…
瓦
雲
峰
用
地

の
引
き
取
り
に
つ
い
て
報
肖
を
う
け

議
会
だ
よ
り

匹
ｒ
四

昌
…
皿

。
７
″

昌
。
四

発
京
印

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
ぶ
な
い
よ

あ
る
き
な
が
ら
の

ふ
ざ
け
っ
こ
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昭
和
五
十
五
年
度
の
予
算
が
、
三
月
の
市
議
会
定
例
会
で
可
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決
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成
立
し
ま
し
た
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成
立
し
ま
し
た
。
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
三
月
十
一
日
号

昼
で
も
、
ラ
イ
ト
を
つ
け
た
方
が
安
全

を
置
き
ま
し
た
．

そ
れ
で
は
、
市
民
の
生
活
防
衛

面
の
予
算
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し

歳
入
の
面
で
は
．
今
日
．
電
力
、

ガ
ス
料
金
を
は
じ
め
、
公
共
料
金

の
値
上
げ
が
相
次
い
で
進
め
ら
れ

て
い
る
中
で
、
少
し
で
も
市
民
の

み
な
さ
ん
の
生
活
防
衛
を
は
か
る

《
近
鉄
対
策
特
別
Ｓ
員
会
》

ト
目
・
・
・
近
鉄
に
関
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
哲
暦
姦
赫
発
対
策
特
別
香
員
会
》

八
‐
…
一
請
順
に
つ
い
て
の
審
査

責
付
い
、
こ
れ
を
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

《
予
算
特
別
委
員
会
》

場
使
用
料
、
市
営
茶
室
使
用
料
な

ど
、
手
数
料
で
は
。
納
税
証
明
手

数
料
、
戸
籍
証
明
手
数
料
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
児
童
措
置
費
保

護
者
負
担
金
（
保
育
料
）
や
育
成

学
級
協
力
金
な
ど
の
公
共
料
金
が

あ
り
ま
す
。

は
歩
こ
に

と
や
る
止
安

こ
車
せ
防
通

る
動
ら
故
・
交

す
自
知
事
す
市

転
を
く
通
ま
台
会

皿
″
眸
心
一
一
刳
朧

点
の
ど
さ
役
・
協

間
車
な
で
く
市
策

昼
輪
者
が
さ
治
対

二
行
と
水
宇
全

そ
し
て
、
胃
・
子
宮
検
診
な
ど

住
民
検
診
に
つ
い
て
も
、
市
民
の

い
の
ち
を
守
る
立
場
か
ら
、
市
民

負
担
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
成
人
病
の
予
防
を
す

す
め
る
た
め
、
住
民
検
診
の
受
診

率
の
引
き
上
げ
を
図
り
、
市
民
皆

健
康
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
防
衛
に
重
点

る
員
長
に
地
上
一
男
議
員
を
選
出
し

ま
し
た
。
十
一
日
…
奨
金
霧
曼

選
挙
管
理
費
艮
会
事
務
局
、
監
査
委

ｕ
事
務
局
、
会
計
課
、
消
防
本
部
、

企
画
管
理
部
に
つ
い
て
の
審
査
＊
;
ｔ

い
ま
し
た
。
十
二
、
十
三
‐
…
企
画

管
理
部
。
ト
四
‐
・
・
・
生
活
環
境
部
。

十
丘
日
・
・
・
生
活
環
境
部
、
総
務
部
、

財
政
自
恣
再
建
惟
進
本
部
、
市
民
部
。

卜
七
日
。
・
・
市
民
部
、
唇
柔
頁
会
、

福
祉
事
務
所
。
十
八
日
・
：
教
育
費
貝

会
、
水
道
部
。
建
設
部
。
尤
日
・
・
・

実
地
調
立
。
二
十
二
‐
…
建
ａ
部
、

昭
和
瓦
ト
几
印
度
１
槃
訂
予
算
一
槃
討
歳
人
。
ニ
ト
四
‐
…
総
括

<
（
i
a
i
-
ｉ
が
４
ほ
さ
れ
ま
し
た
。
審
査

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

囚
Ｈ
・
：
正
副
悉
ｎ
畏
の
互
選
を
行

て
の
議
寥
盾
案
ど
む
り
Ｍ
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
次
回
は
、
三
月
定
例
会
の
あ
ら
ま

し
に
つ
い
て
。
）

す
る
消
費
生
活
相
談
室
の
開
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費

生
活
情
報
の
発
行
や
不
用
品
交
換

事
業
の
実
施
も
予
定
。

生
活
情
報
の
発
行
で
は
、
く
ら

し
に
役
立
つ
知
識
や
、
合
成
洗
剤

問
題
、
相
談
事
例
な
ど
を
と
り
上

げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
の
父
母
負
担
軽
減
に
む
け
て

小
、
中
学
校
、
幼
稚
園
で
使
用

す
る
模
造
紙
な
ど
、
本
来
公
費
負

担
す
べ
き
共
通
教
材
用
の
消
耗
品

の
費
用
は
。
こ
れ
ま
で
実
質
的
に

父
母
負
担
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
と
五
十
六
年
度
の
二
年
間

で
父
母
負
担
を
解
消
す
る
た
め
、

今
年
度
で
補
助
ｔ
を
一
千
百
万
円

増
額
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
就
園
助
成

費
で
は
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
補
助
金
年
額
八
万
円
を
九
万

円
に
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
増
額
し

て
計
九
千
四
十
二
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

福
祉
面
で
は
。
福
祉
医
療
（
母

子
医
療
）
の
対
象
を
こ
れ
ま
で
一

部
入
院
だ
け
に
助
成
し
て
き
た
も

の
を
、
十
八
歳
未
満
ま
で
入
院
、

外
来
、
歯
科
に
も
広
げ
る
な
ど
充

実
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

身
障
福
祉
電
話
を
三
台
増
設
し
十

台
に
、
身
障
者
家
庭
奉
化
員
を
一

人
増
員
、
産
休
明
け
保
育
所
を
四

園
か
ら
七
園
に
拡
大
す
る
な
ど
、

暮
ら
し
キ
寺
る
福
祉
前
進
に
力
を

そ
そ
い
で
い
ま
す
。

（
次
回
は
、
（
都
市
基
盤
整
序

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
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の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
生
活
防

衛
面
の
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

拡ぷ‰り
｀
雪雲

ぐ

で

大

保
育
料
な
ど
据
え
置
き

昭
和
五
十
五
年
度
予
算
の
規
模

は
一
般
〈
‘
計
が
百
九
十
一
億
八
百

八
万
円
、
特
別
会
計
五
十
二
億
六

千
三
百
三
十
三
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
年
度
に
比
べ
、
一
般
会

計
で
は
こ
丁
四
％
、
特
別
会
計

で
五
・
五
％
の
伸
び
率
に
な
っ
て

い
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
。
イ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
ｔ
皿
采
対
策特

別
Ｓ
貰
会
》

個
町
の
川
地
買
収
の
経
過
に
つ
い
て
・
‘
耳
定
例
〈
］
に
む
゛
て
ヽ
。
恚
杯
特
別

冶
-
＾
'
Ｌ
を
受
け
ま
し
た
。

《
財
敢
対
策
特
別
Ｓ
長
考

十
日
：
４
治
市
財
収
自
志
丹
建
叶

三
川
に
行
わ
れ
た
委
員
会
の
あ
ら
ま
し
た
。

ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
―
会
》

六
‐
・
：
議
案
審
査
良
打
い
、
「
原

子
爆
４
被
爆
者
に
対
す
る
戸
籍
え
軟

事
項
の
無
料
証
明
に
関
す
る
条
例
の

制
定
し
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

請
願
お
よ
び
議
案
の
審
査
奮
汀
い
、
一
部
改
正
‘
と
．
「
市
道
路
線
の
認
画
の
変
更
（
第
八
回
）
に
つ
い
て
報
い
、
委
員
長
に
福
井
光
雄
議
員
、
副

施
設
の
慌
昼
備
計
画
の
策
ざ
の
ま
し
た
。

二
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

一
請
９
返
続
審
査
と
し
「
市
立
幼
定
」
、
「
字
（
あ
ざ
）
の
区
域
の
変
告
を
受
け
ま
し
た
。

椎
園
保
育
料
条
例
の
一
部
改
正
」
。
更
お
よ
び
新
し
い
町
の
区
域
の
ａ

「
市
挺
疵
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
定
」
の
三
議
案
を
可
決
す
べ
き
も
の

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
』
、
（
財
産
と
決
し
ま
し
た
。
二
士
八
日
・
・
索
治

取
俳
こ
件
）
」
の
四
議
案
を
可
決
川
右
岸
公
共
下
水
道
処
理
場
用
地
の

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
経
過
お
よ
び
建
築
協
定
の
締
結
に
つ

３
月
の
委
員
会
活
動
か
ら

《
文
教
褐
祉
常
任
委
員
会
》

六
‐
・
：
渚
擢
ｔ
‥
ｔ
貨
け
た
の
ち
、

（
建
設
水
遭
常
猛
頁
会
》

ヒ
‐
…
議
案
に
か
か
る
現
地
を
調

立
し
た
の
ち
'
Ｊ
Ｋ
Ｓ
-
ｆ
ｔ
よ
び
議
案
の

審
査
＊
;
ｔ
:
い
、
請
願
で
は
、
「
市
道

叩
忌
の
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る

請
願
ご
霖
択
す
べ
芙
も
の
と
決
し
、

一
請
願
を
Ｍ
統
審
査
と
し
ま
し
た
。

ま
た
。
議
案
で
は
、
「
市
営
住
宅
の

ａ
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

森
竜
吉
さ
ん

宇
治
市
教
育
委
貝
の
森
竜
吉
さ

ん
（
小
介
町
新
田
島
一
三
ノ
ニ
０
．

六
十
四
歳
）
は
、
三
月
二
十
二
日

心
不
全
の
た
め
、
南
京
都
病
院
で

死
去
さ
れ
ま
し
た
。

森
さ
ん
は
、
竜
谷
大
学
経
済
学

部
教
授
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
七
年

か
・
皇
名
市
教
育
委
員
（
教
育
委

員
長
職
務
代
理
）
と
し
て
ご
活
躍

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ

1
1
1
1
1
1
1
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
－
Ｉ
ａ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｓ

ゆ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
‐
―
‐
1
1
1
1
奉
―
‐
Ｉ
Ｉ

１
１
－
１
１
－
１
１
－
―
―
‐
Ｉ
‐
‐
Ｉ
‐
－
1
1
1
e
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
‐
－
－
ｌ
ｅ
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
―
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｅ
ｅ
ａ
ｌ
‐
1
1
1
1
1
自
－
6
1
1
1
a
―
‐

一１

－

－

消
費
者
守
る

相
談
室
開
設

暮
ら
し
を
守
る

福
祉
を
前
進
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城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、

四
月
一
日
か
ら
「
浄
化
そ
う
汚

で
い
処
分
手
数
料
」
を
新
し

く
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

こ
の
手
数
料
は
城
南
衛
生
管

理
組
合
の
議
会
に
お
い
て
条
例

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
浄
化
そ
う
の
清
掃
（
大

型
の
も
の
を
除
き
年
に
一
回
程

度
）
で
抜
き
と
っ
た
汚
で
い
（
ヘ

ド
ロ
状
の
沈
殿
物
）
を
八
幡

市
に
あ
る
沢
清
掃
工
場
に
運
び

込
む
清
掃
業
者
か
ら
浄
化
そ
う

の
大
き
さ
別
に
定
め
た
額
私
徽

収
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
浄
化
そ
う
汚
で
ぃ
処
分

有
料
制
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
人
そ
う
別
料
金
〉

城
南
衛
生
管
理
組
合
が
清
掃

業
者
か
ら
徴
収
す
る
料
金
は
、

人
数
が
多
く
な
れ
ば
汚
で
ぃ
の

量
も
増
え
る
の
で
、
人
そ
う
別

に
な
っ
て
い
ま
す
。
浄
化
そ
う

の
多
く
は
、
十
人
そ
う
以
下
の

も
の
で
す
。

料
金
表
の
中
に
あ
る
「
〈
屏

処
理
式
」
と
は
、
し
尿
の
ほ
か

に
フ
ロ
や
台
所
の
排
水
な
ど
も

合
せ
て
処
理
す
る
も
の
で
、
大

き
な
マ
ン
シ
ョ
ン
や
病
院
、
役

所
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

が
、
こ
の
料
金
の
内
容
は
、
清

掃
業
者
が
浄
化
そ
う
設
置
の
家

庭
な
ど
に
発
行
す
る
清
掃
料
の

領
収
書
裏
面
に
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
．
こ
れ
は
．
業
者
の
清
掃
料
金

の
う
ち
、
城
南
衛
生
管
理
組
合

が
業
者
か
ら
徴
収
す
る
汚
で
い

処
分
手
数
料
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
．
業
者
の
便
上

浄
化
そ
う
汚
で
い
処
理

し尿浄化そう汚でい処分手数料表

ふ
昆
三
三
Ｊ
Ｉ
こ

條
一
6
1
2
1
8
2
4
m

数
一
ｉ
£
８
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
８
Ｓ
Ｓ
０
０
８

ｆ
潔
｝
‥
｝
一
一
’
一
い
い
‘
一
一
一
一
｛
‘
’
一
万
一

ｔ
失
ぺ
ぶ
司
ぎ

手
佃
1
0
1
1
2
6
5
1
7
6
1
0
1
2
5
1
5
0
1
7
5
1
0
0
1

ｋ
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

｀
啼
６

’
人
1
2

に
∞
麟

蕃
1
5
の

を
７
額
例
｀

の
１
＋

ｉ
≪
ｇ
.
Ｓ
”
.

は
を
2
4

上
額
鯖
Ｉ

以
の
の
川

仙
で
９
∞

人
ま
｀
Ｊ

１
９
‐
・
3
6

2
ｉ
<
3
II９

円

考
６
の
∞

備

〈
処
理
費
用
か
ら
算
出
〉

料
金
の
額
は
、
浄
化
そ
う
の

汚
で
い
の
Ｍ
を
処
理
す
る
の
に

必
要
な
経
費
の
三
分
の
一
を
基

準
に
し
て
い
ま
す
。

〈
料
金
を
明
示
〉

料
金
は
城
南
衛
生
管
理
組
合

が
清
掃
業
者
か
ら
徴
収
し
ま
す

景風表発の究四一ルグの一タニモ

消
費
者
と
市
役
所
を
結
ぶ
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
今
後
一
年
間
活
躍

し
て
い
た
だ
く
消
費
生
活
モ
ニ
タ

ー
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

問
題
い
っ
ぱ
い

消
費
生
活

現
在
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
ま

値
上
げ
な
ど
を
防
ご
う
と
す
る

も
の
で
す
。

た
だ
し
、
清
掃
料
金
を
業
者

に
直
接
支
払
わ
ず
、
、
口
座
振
込

み
な
ど
金
融
機
関
を
通
じ
た
支

払
い
の
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

◇

こ
の
よ
う
に
、
浄
化
そ
う
の

汚
で
い
処
分
が
有
料
制
に
な
っ

た
の
は
、
城
南
衛
生
管
理
組
合

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
・
・
‐
の
危
機
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
変

え
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
生
活
様

式
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
だ
食
品
添
加
物
や

合
成
洗
剤
な
ど
安
全
性
へ
の
不
安

も
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
訪
問

販
売
な
ど
販
売
方
法
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

か
し
こ
い消

費
者
に

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
消

費
者
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
弱
い
立

場
に
お
か
れ
て
お
り
、
問
題
の
し

わ
よ
せ
を
一
方
的
に
受
け
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
に
対
し
て
私
た
ち
一
人
一
人

が
、
か
し
こ
い
消
費
者
に
な
る
と

同
時
に
、
安
全
で
良
質
な
も
の
を

安
く
手
に
入
れ
る
た
め
、
ね
ば
り

強
い
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
市
で
は
消
費
者
を
守

り
、
か
し
こ
い
消
費
者
に
な
っ
て

い
た
だ
く
た
め
。
昭
和
四
十
八
年

城南衛生管理組合とは
の
務
そ
理
工

町
事

、

処
掃

原
部
分
尿
浦

田
一
処
し
却

治
た
・
・
焼
・

宇
つ
搬
局
み
す

・
く
連
務
ご
ま

町
つ
継
事
ヽ
り

山
に
中
ヽ
に
あ

御
め
・
の
在
市
に

久
た
す
み
現
幡
市

・
る
で
ご
゜
八
陽

市
す
勾
ヽ
す
が
城

幡
を
Ｈ
分
ま
場
が

八
事
叫
処
い
継
地

゜
仕
共
‘
て
中
分

市
の
る
搬
つ
み
処

陽
掃
す
運
行
ご
立

城
清
を
‘
を
゜
埋

’
い
務
集
収
Ｉ
゜

市
よ
事
収
徴
場
Ｉ

治
り
ｍ
の
の
工
蝸

で
↓
ぷ
農

’
‘
゛
ヽ
の
し
Ｉ
沢
清

年
力
ヽ
手
く

ｓ
＆
Ｓ
ｎ
'
ｔ
ｉ
:
ｉ

和
２
ｕ
合
消
工
谷

昭
市
合
組
７
掃

Ｊ

３
組
し
消
蝸

か
ん
詰
め
な
ど
の
製
造
年
月
日

の
表
示
が
、
こ
れ
ま
で
の
数
字
と

ロ
ー
マ
字
の
組
み
合
せ
に

よ
る
凶
ケ
タ
記
尹
に

代
っ
て
、
新
し
く
数
字
ば

か
り
の
ニ
ハ
ケ
タ
記
泄

方
式
に
な
り
ま
し
た
。

六
ケ
タ
の
数
字
に
よ
る

新
し
い
表
示
方
式
は
、
製

造
年
、
月
、
日
と
も
に
二

ケ
タ
で
表
示
。
四
ケ
タ
の

場
合
と
違
っ
て
略
号
（
Ｏ

かん詰め製造年月日

表示を改正

日
い
朽
明

心

下
二
ヶ
タ
を
表
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
三
月
か
ら
順
次
六

ケ
タ
表
示
に
移
行
し
ま
す

の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
は

四
ケ
タ
表
示
と
六
ケ
タ
表

示
が
併
用
さ
れ
ま
す
。

一

Ａ
・
！
Ｌ
Ｌ

の
需
要
期
に
は
．
市
内
の
灯
油
価
市
で
は
、
消
費
生
活
に
か
か
わ

格
の
調
査
を
お
願
い
し
た
り
し
て
る
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
苦

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
結
情
や
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

果
は
、
た
だ
ち
に
市
民
の
み
な
さ
商
工
観
光
課
消
費
生
活
係
ま
で
ご

ん
に
公
表
し
て
、
暮
ら
し
に
役
立
連
絡
く
だ
さ
い
。

て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
で
は
、
消
費
者
の
み

こ
の
ほ
か
、
モ
ニ
タ
ー
の
人
に
な
さ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

は
、
任
期
中
を
通
じ
て
消
費
生
活
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
と
、
講

に
お
け
る
意
見
や
要
望
の
提
出
。
演
会
は
じ
め
消
費
生
活
展
な
ど
を

月
一
回
ほ
ど
の
行
事
に
参
加
。
こ
開
催
す
る
予
定
で
す
。

れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
（
商
工
観
光
課
）

い
消
費
生
活
を
営
む
う
え
で
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◇

①

私
た
ち
の
住
む
宇
治
は
、
古
い
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
す
。
そ
こ
に

は
、
多
く
の
人
た
ち
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
む
か
し
話
が
あ
り
ま

す
。
今
回
か
ら
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
伝
わ
る
そ
の
お
話
を
知
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
「
ふ
る
さ
と
む
か
し
ば
な
し
」
の
逮
紡
を
は
じ
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
も
、
豊
か
な
ふ

る
さ
と
で
あ
る
宇
治
の
ま
ち
に
、
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
宇
治
は
、
古
い
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で

、
多
く
の
人
た
ち
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
む
か
し

田植をした
お地蔵さん

し
た
。そ

の
こ
ろ
、

す
み
や
ま
き
た

炭
山
の
北
の
は

た
こ

ず
れ
の
谷
あ
い

な
ん
ぜ
人
い
ん

に
、
南
禅
院
とて
ら

い
う
お
寺
が
あ

ひ
と
寸

り
、
人
の
背
た

り
。
Å
の
背
た

け
ほ
ど
の
お
地
蔵
さ
ん
が
ま

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
孝
行
な

こ
に
や
お
や
ぴ
ょ
う
奮

子
は
、
早
く
親
の
病
気
が
な

る
よ
う
に
と
、
つ
ね
に
こ
の

溢昌濡

わ
り
、
す
ぐ
に
、
お
寺
へ
帰
っ
た

お
地
蔵
さ
ん
は
、
知
ら
ん
顔
を

し
て
も
と
の
よ
う
に
立
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
４
’
え

い
つ
の
間
に
か
田
植
が
す
ん

で
い
る
の
を
見
た
息
子
は
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
だ

れ
に
れ
た

Ｉ
た
う
え

聞
い
て
も
田
植
を
し
て
く

ひ
と
な

人
の
名
ま
え
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。息子
は
、
そ
の
日
も
南
禅
院

へ
行
き
ま
し
た
。

つむ
で
息おお

さ
ん
に
お
ま
い
り
し
て
い

で
す
。
霊
験
あ
ら
た
か
な

蔵
さ
ん
は
、
こ
の
息
子
が

が
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
あ
る
晩
、
お
地
蔵
さ
ん
は
沓

を
は
い
て
ヽ
ひ
と
り
で
剋
呼

徊
き
、
ま
や
に
か
わ
っ
て
Ｆ

櫨

を
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
す
。
も

ち
い
ま
る
た

と
も
と
小
さ
い
丸
田
は
、
ひ
と

－
－
Ｉ
ノ
ー
・
ｊ
ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

廠
の
う
ち
に
き
れ
い
に
昨
え
お

匹苧
一
’
■
泥
ま
み
れ

よ
う
さ
ん
で
よ
、
お
の
ぶ
耐
に
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

み
ず
て
４

右
手
に
持
っ
て

お
ら
れ
た
は
ず

の
杖
も
、
き
よ

う
は
見
あ
た
り

ま
せ
ん
。

「
あ
っ
。
呼
櫨
を
し
て
く
れ
た

の
は
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
だ
心

゛
そ
の
’
の
ち
丸
田
は
、
「
地
蔵

田
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
お
地
蔵
さ
ん
が
手
伝
っ
て

く
だ
さ
る
と
も
っ
た
い
な
い
か

い
ち
に
ち
た
う
ぇ

ら
、
一
日
で
田
植
を
す
ま
す
な

ら
わ
し
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

田
植
を
し
た
と
い
う
お
地
蔵

さ
ん
は
、
そ
の
ご
醍
醐
寺
に
う

つ
さ
れ
、
霊
宝
館
に
ま
つ
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
ま
も
沓
を
は
い

て
立
っ
て
い
ま
す
が
、
お
地
蔵

さ
ん
に
つ
き
も
の
の
、
杖
は
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。（
市
史
編
さ
ん
室
）

ｎ
乙
４
（
６

管
内
の
浄
化
そ
う
設
置
家
庭
が

急
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
設
置

家
庭
に
処
分
費
２
部
を
負
担

願
う
も
の
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

か
ら
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

日
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
計
量
調
査
。
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
に
日
常
買
わ
れ
る

商
品
を
自
宅
で
再
び
計
量
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
灯
油

昭和55年度宇治市消費生活モニター
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田
’
保
”

？
：
ニ
Ｊ
？
器
品
一
雛
昌
鴛
作
二
：

子
子
紀
枝
子
江
栄
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
ミ
子
子
子

名
ミ
代
代
恵
智
津
し
か
ツ

フ
加
由
絹
久
久
喜
恭
美
幸
貴
佐
悦
敬
道
美
里
富
清
と
た
キ
ル
久
順

氏

田
山
井
本
野
本
藤
井
個
西
木
田
藤
下
島
川
谷
沢
川
村
田
助
本
内

坂
高
須
山
荻
森
伊
福
渡
大
稲
沢
佐
宮
川
西
米
目
市
宮
龍
藤
大
山
竹

ふ
る
さ
と
む
か
し
話
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Ｘ
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｛
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今後、期待される活動

4
月
1
日

か
ら
有
料
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新
入
生
の
交
通
安
全

新
学
期
も
は
じ
ま
り
、
登
校
・
意
し
ま
し
よ
う
。

正
し
い
横
断
の
方
法
な
ど
に
つ
い
家
か
ら
送
り
出
し
て
あ
げ
た
い
も

て
、
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ
て
く
の
で
す
。

だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
言
さ
い
ご
に
、
帰
宅
時
間
を
約
束

葉
だ
け
の
注
意
で
は
、
な
か
な
か
さ
せ
ま
し
よ
う
。
学
校
が
終
わ
っ

理
解
で
き
な
い
も
の
で
す
。
た
ら
、
寄
り
道
を
し
な
い
で
帰
宅

下
校
の
時
間
に
は
、
元
気
で
ほ
ん
ま
ず
、
お
母
さ
ん
が
。
お
子
さ
つ
ぎ
に
、
就
寝
前
に
翌
日
の
持
さ
せ
る
こ
と
が
、
交
通
事
故
を
防

の
少
し
緊
張
気
味
の
新
一
年
生
も
ん
と
い
っ
し
よ
に
家
か
ら
学
校
ま
ぢ
物
の
準
備
を
さ
せ
、
当
日
は
忘
止
す
る
う
え
で
大
切
で
す
。

よ
く
見
か
け
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
。
学
校
の

行
き
帰
り
が
、
な
ん
と
な
く
心
配

に
な
る
も
の
で
す
ね
。

お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
'
Ｘ
>
守

で
の
通
学
路
を
何
回
か
歩
い
て
み
れ
物
な
ど
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
一
度
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

て
く
だ
さ
い
。
よ
う
。
ま
た
、
好
一
校
時
間
に
遅
れ
ご
家
庭
で
も
話
趾
］
わ
れ
て
み
て

そ
の
う
え
で
、
信
号
の
見
方
や
な
い
よ
う
、
十
分
余
裕
を
も
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
に
と
っ
て
、
「
遊
び
」
と
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぽ
す
凌
長
げ
る
の
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

る
た
め
、
次
の
三
つ
の
こ
と
に
注
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。
の
９
と
い
え
ま
す
。

四
月
は
新
学
期
。
勉
強
と
と
も

子
ど
も
の
遊
び
は
、
生
活
そ
の
子
ど
も
が
勉
強
し
て
い
さ
え
す
に
、
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
の
遊
び

も
の
Ｉ
！
遊
び
を
通
し
て
体
を
き

た
え
、
言
葉
を
覚
え
、
数
を
か
ぞ

え
。
絵
を
描
き
、
友
だ
ち
と
交
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
対
人
関
係
の
ル

・
・
‐
ル
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
遊
び
は
、
性
格

形
成
を
は
じ
め
、
心
身
の
発
達
に

れ
ば
安
心
す
る
人
も
お
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
禎
極
で
し
ょ
う
か
。

的
に
遊
び
の
機
会
を
つ
く
っ
て
あ

子
ど
も
の
遊
び

10月1日国勢調査
昭
和
五
十
五
年
十
月
一
日
－

全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

十
三
回
目
の
こ
の
調
査
は
、
大
正

九
年
か
ら
五
年
に
一
度
行
わ
れ
、

国
の
統
計
調
査
と
し
て
最
も
古
い

歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
を
あ
げ
て
の
統
計
調
査

に
よ
っ
て
、
人
口
や
世
帯
数
は
も

ち
ろ
ん
、
嘔
齢
別
・
産
業
別
・
職

業
別
に
み
た
人
口
構
成
や
世
帯
構

成
な
ど
も
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
は
、
都
道
府
県
、
市
町

村
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
行
政
を
は

じ
め
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
九
年
の
第
一

回
国
勢
調
査
で
は
、
宇
治
市
の
人

推
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
、
国
勢
調
査
調

査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
国
勢
調
査
貝

カ
ー
ド
に
登
録
手
続
き
を
し
ま
す

の
で
。
五
月
三
十
日
ま
で
に
印
鑑

を
持
っ
て
企
画
課
ま
で
。
（
企
画
課
）

京バイ

意
見
書
提
出

４
月
2
3
日
ま
で

市
で
は
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境

影
響
評
価
書
案
の
縦
覧
と
地
域
説

明
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

口
は
一
六
．
八
〇
七
人
（
男
八
．
こ
の
評
価
書
案
の
内
容
な
ど
に

六
三
二
人
・
女
八
、
一
七
五
人
）
意
見
、
質
問
の
あ
る
人
は
．
意
見

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
で
三
、
八
三
一
世
帯
で
し
た
が
、
書
を
提
出
が
で
き
ま
す
。
こ
の
意

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
今
年
の
調
査
で
は
人
口
は
約
一
五

・
し
た
。
国
の
最
も
基
本
的
で
大
規
四
、
〇
〇
〇
人
で
四
五
、
〇
〇
〇

模
な
統
計
調
査
で
す
。
今
回
で
第
世
帯
に
達
す
る
の
で
は
な
い
か
と

見
書
に
対
し
て
、
事
業
者
で
あ
る

日
本
道
路
公
団
が
修
正
書
や
見
解

書
を
出
す
手
続
き
に
な
っ
て
い
ま

す
。意

見
書
を
提
出
さ
れ
る
人
は
、

市
役
所
環
境
保
全
課
に
あ
る
所
定

の
用
紙
で
、
四
月
二
十
三
日
の
午

後
五
時
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
先
は
、
環
境
保
全
課
ま

で
。

（
環
境
保
全
課
）

今
年
に
入
っ
て
、
市
内
の
火
災

発
生
件
数
は
二
十
七
件
。
子
ど
も

の
火
遊
び
に
よ
る
も
の
が
増
え
て

い
ま
す
。
「
″
ハ
」
の
貴
さ
と
こ
わ
さ

は
、
生
活
の
中
か
ら
学
ぶ
も
の
。

お
互
い
が
注
意
し
て
火
事
の
な
い

宇
治
市
に
。
（
編
集
室
）

訂
正

受講生募集

豊
か
な
人
生
経
験
の
う

え
に
、
新
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
と
、

公
民
館
主
催
の
宇
治
鳳
凰

大
学
を
設
け
て
今
年
で
四

年
目
－
。
四
つ
の
コ
ー

ス
を
一
年
ご
と
に
修
了
し

て
、
い
よ
い
よ
第
一
回
の

卒
業
を
迎
え
ま
す
。

現
在
で
は
、
三
百
人
あ
ま
り
の
人
が
楽
し
く
学
習

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。
一
般
教
養
コ
ー
ス
は
、
定
員
に
達
し
て
い
ま
す

の
で
募
集
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
各
コ
ー
ス
と
も
、

１
年
間
で
1
3
回
程
度
の
講
義
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
コ
ー
ス
も
、
社
会
見
学
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
自
主
参
加
の

ク
ラ
ブ
活
動
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
・
：
宇
治
市
内
に
お
住
ま
い
の
満
6
5
歳
以
上
の

お
年
寄
り

▼
会
場
・
：
主
に
宇
治
市
公
民
館
（
市
民
会
館
）

▼
募
集
コ
ー
ス

①
文
学
歴
史
コ
ー
ス
（
定
員
3
0
人
）
＝
宇
治
の
歴

’
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
習

②
健
康
管
理
コ
ー
ス
（
定
員
2
0
人
）
＝
健
康
を
保

つ
た
め
の
学
習

０
ぽ
治
経
済
コ
ー
ス
（
定
員
3
0
人
）
＝
身
近
か
に

あ
る
国
や
自
治
体
の
問
題
を
学
習

▼
申
し
込
み
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を
書
い
て
、
４
月

2
0
日
ま
で
に
、
宇
治
市
公
民
館
＝
宇
治
里
尻
7
1
－

９
（
電
話
⑩
2
8
0
4
番
）
ヘ
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
（
公
民
館
）
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並
川
正
三
郎
さ
ん
＝
宇
治
矢
落

私
が
受
講
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
や
は
り

少
し
で
も
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
実
際
に
通
っ
て
み
る
と
た
く
さ
ん
の

友
人
が
で
き
、
講
義
の
あ
る
日
が
待
ち
ど
う
し
い
思

い
で
す
。
今
年
修
了
し
た
文
学
歴
史
コ
ー
ス
で
、
宇

治
に
住
ん
で
い
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、

散
歩
も
た
の
し
く
な
り
ま
し
た
。
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春
風
を
う
け
て
、
軽
快
に
走
る
自
転
一

車
の
姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。自
転
車
置
き
場

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ
こ

こ
は
自
転
車
置
き
場
？

軽
快
に
走
る
姿
を
見
か
け
る
一
方
で
、

道
路
上
に
駐
車
し
て
い
る
自
転
車
も
目

立
っ
て
い
ま
す
ね
。
お
互
い
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。（
写
真
は
。
小
倉
駅
付
近
）
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春
の
息

や
わ
ら
か
な
陽
光
の
中
で
芽
ぶ
く
ワ

ラ
ビ
。
早
春
、
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
の
よ
う

に
巻
い
た
新
葉
を
出
す
。
こ
れ
を
早
蕨

（
さ
わ
ら
び
）
と
い
う
。

ワ
ラ
ビ
は
万
葉
集
に
早
く
現
わ
れ
、

源
氏
物
語
に
は
〈
早
蕨
（
さ
わ
ら
び
）
〉

の
巻
が
あ
る
。
こ
れ
は
ワ
ラ
ビ
が
早
く

知
ら
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
（
写
真
は
、
白
川
で
）
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心がけておきましょう

りよだ政市治宇号85
1
第

春の交通安全運動実施中

た
だ
い
ま
、
全
国
一
斉
に
「
春
の

交
通
安
全
運
釦
‘
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

国
民
皆
免
許
時
代
に
な
っ
て
。

皐
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
通
勣
に
罠
物
。
そ
し
て

家
族
そ
ろ
っ
て
の
旅
行
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
。
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、
全
て
を

こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
。
事
故
の
な
い
一
日
を

す
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
。
昨
年
宇
治
市
内
で

七
百
八
件
の
交
通
事
故
が
お
こ
り
、

五
人
の
人
が
な
く
な
ら
れ
、
八
百

四
十
七
人
の
方
が
ヶ
ガ
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
も
、

い
つ
交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
害

者
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
の
た
め
、
次
の
こ
と
を

心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ｙ
ケ
ガ
人
が
あ
れ
ば

・
す
ぐ
救
類
を
／

ｙ
小
さ
な
事
故
で
も
警
察
へ
／

（
届
け
が
な
い
と
、
保
険
金
や

共
済
金
が
で
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
〉

Ｉ一ぐ一一

ｙ
事
故
の
状
況
や

相
手
の
確
認
を
／

〈
運
転
免
許
証
や
名
刺
で
、
相

手
や
目
撃
者
を
確
か
め
ま
し
よ

う
。
〉
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｙ
か
な
ら
ず
医
師
の
診
断
を
／

〈
そ
の
時
異
常
が
な
く
て
も
、

子
ど
も
の
交
通
事
故
自
宅
附
近
で
多
発

あ
と
で
悪
ぐ
な
る
こ
と
が
あ
り
／

ま
す
。
〉

ｙ
示
談
は
こ
う
し
て
ぐ
る
ま
埜
ず
の
中
で
は
、
や

事
故
に
あ
っ
た
り
起
こ
し
た
り
は
り
子
ど
も
と
老
人
が
一
番
弱
者

す
る
と
困
る
の
が
「
損
害
賠
償
問
と
い
え
ま
す
。

即
で
す
。
話
趾
品
は
あ
せ
ら
子
ど
も
の
畳
Ｒ
ど
ん
な
と
き

ず
、
辛
抱
強
く
。
に
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
ｅ
惨
な
交

相
手
と
の
話
ｋ
昌
の
仕
方
や
通
事
故
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
。

賠
償
額
の
計
算
の
方
法
な
ど
の
相
警
察
庁
の
追
跡
調
査
に
よ
り
ま
す

談
は
、
交
通
事
故
相
談
所
へ
。
と
、
意
外
に
も
自
宅
近
く
卜
占
く

〔
京
都
府
交
通
事
故
相
談
所
〕
に
半
径
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
が
最

ｏ
場
所
：
索
都
府
福
祉
会
館
内
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

（
二
条
城
の
北
側
）
よ
う
な
傾
向
は
幼
児
ほ
ど
強
く
．

ｏ
電
話
･
ｖ
Ｓ
-
8
0
1
-
ｔ
~
Ｃ
０
ｒ
-
l
O
小
学
生
で
は
下
校
時
や
帰
宅
後
一
、

〇
相
談
日
時
・
・
・
毎
日
（
日
曜
。
祝
二
時
間
後
が
一
番
多
い
よ
う
で
す
。

日
を
除
ぐ
）
午
前
９
時
か
ら
1
1
ま
た
、
曜
日
別
で
は
、
土
、
日
曜

時
3
0
分
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
日
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

の
間
で
す
。
（
土
曜
日
は
、
午
前
自
宅
の
近
く
で
遊
ん
だ
り
し
て

９
時
か
ら
1
1
時
）
い
る
と
き
こ
そ
、
子
ど
も
さ
ん
に

相
談
内
容
は
秘
密
で
す
。
ど
ん
注
意
す
る
必
要
が
。
あ
り
ま
す
。

な
こ
と
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
（
交
通
労
政
課
）

8 4 4

正
し
い
犬
の
飼
い
方
①

あ
な
た
は
犬
を
正
し
く
飼
っ
て
い
ま
す
か
Ｉ
Ｉ

「
犬
害
Ｌ
は
今
。
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
法
律
や
条
例
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
市
に
も
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
苦
情
が
と
ど
い

て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
正
し
い
犬
の
飼
い
方
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

ｙ
飼
い
主
と
し
て
の
心
得
一

犬
を
飼
う
時
は
、
運
動
や
手

入
れ
を
す
る
人
が
い
る
か
、
何

の
目
的
で
飼
う
の
か
、
家
族
み

ん
な
で
相
談
し
、
よ
く
考
え
て

か
ら
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
m
3
家
族
の
一
員
で
あ
り
。
深

い
竪
情
と
責
任
を
も
っ
て
終
生

飼
う
心
が
ま
え
が
大
切
で
す
。

犬
は
、
私
達
に
と
っ
て
仲
の
よ

い
友
達
で
あ
り
、
一
日
一
回
の

あ
な
た
と
い
っ
し
ょ
の
敵
歩
を

待
っ
て
い
ま
す
。

犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す

ｙ
犬
を
飼
っ
た
時
の
き
ま
り
｀

①
毎
年
一
回
登
録
す
る

②
毎
年
二
回
（
春
・
秋
）
狂
犬

病
予
防
注
射
を
す
る

③
玄
関
に
「
さ
の
表
示
を
す

④
犬
を
す
て
な
い

⑤
人
を
か
ん
だ
時
は
す
み
や
か

に
、
逗
屏
に
届
け
出
る

⑥
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
連
れ
て
い
か
な
い

⑦
敵
歩
・
運
動
中
の
フ
ン
は
始

末
ナ
る

以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
、
犬

は
正
し
く
飼
い
ま
し
よ
う
。
ま

た
、
不
用
の
犬
は
、
宇
治
保
健

所
ま
で
連
れ
て
き
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

転
作
等
実
施
計
画
書
の
提
出

４
月
3
0
日
ま
で
に

昭
和
五
十
五
年
度
の
転
作
等
目

標
面
積
は
。
七
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
り
、
昨
年
度
よ
り
二
〇
ヘ
ク
タ

’
‐
ル
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

米
の
増
収
と
消
費
の
減
退
等
に

よ
り
。
余
り
米
が
増
え
た
た
め
で

す
。転

作
等
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ｙ
実
施
計
画
書
の
提
出
＝
４
月
3
0

日
ま
で

▼
提
出
先
1
1
農
協
ま
た
は
市
役
所

農
林
茶
業
課

▼
現
地
確
認
＝
８
月
の
予
定

ｙ
保
全
管
理
＝
昭
和
5
5
年
度
で
３

年
目
の
実
施
田
も
奨
励
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
仕
様
書

モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
渚
止
に

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
集
団
化
転
作
Ｌ
農
家
同
志
の
話

し
合
い
に
よ
っ
て
、
集
団
化
転

作
を
す
る
こ
と
に
よ
る
計
画
加

算
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
。

ｇ
ｌ

い噂
Ｓ
｀

宇
治
市
転
作
推
進
基
金
等
に
よ

る
補
助
金
の
上
積
み
や
、
土
地

基
盤
・
施
設
・
共
同
利
用
機
械

の
整
備
事
業
へ
の
補
助
な
ど
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
。
お
送
り

し
た
転
作
推
進
基
金
交
付
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
林
茶
業

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
農
林
茶
業
課
）

募
集

春
の
市
民
文
化
祭

出
品
作
品

第
1
3
回
「
春
の
市
民
文
化
祭
」

が
、
５
月
３
・
４
日
市
民
会
館
な

ど
免
一
場
に
開
か
れ
ま
す
。
募
集

作
品
は
、
生
花
、
桧
匝
、
写
真
な

ど
で
す
。
申
し
込
み
は
、
４
月
i
n

日
！
2
8
日
の
間
に
市
教
育
委
員
会

内
の
春
の
市
民
文
化
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
ま
で
。
作
品
の
搬
入
は

５
月
２
日
午
後
３
時
Ｉ
６
時
。
撤

去
は
４
日
午
後
４
時
～
６
時
。

（
社
会
教
育
課
）

近
畿
青
年
洋
上
大
学

団
員
募
集

第
１
回
近
畿
青
年
洋
上
大
学
が

８
月
1
9
日
？
９
月
３
日
に
、
中
華

人
民
共
和
国
と
沖
縄
県
を
訪
問
し

ま
す
。
募
集
人
員
は
4
0
人
。
参
加

資
格
は
日
本
国
籍
を
有
し
、
京
都

府
に
居
住
す
る
者
で
昭
和
5
5
年
４

月
１
日
現
在
。
満
2
0
歳
以
上
2
7
歳

以
下
の
勤
労
青
年
及
び
青
少
年
団

体
が
推
薦
す
る
学
生
。
参
加
費
は

2
0
万
円
。
希
望
四
人
は
、
５
月
1
5

日
ま
で
に
市
教
育
委
貝
会
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

案
内

第
９
回
市
長
杯

争
奪
弓
道
大
会

で
。

（
社
会
教
育
課
）

市
民
歩
こ
う
会

４
月
1
3
日
（
日
）
雨
天
の
場
合

は
2
0
日
に
順
延
。
行
き
先
は
天
理

山
の
辺
の
道
か
ら
三
輪
。
午
前
８

時
4
5
分
に
国
鉄
宇
治
駅
に
集
合
。

持
物
は
交
通
費
・
雨
具
・
弁
当
。

（
社
会
教
育
課
）

身
体
障
害
者
に

郵
便
ハ
ガ
キ

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に

ち
な
み
、
郵
便
は
が
き
（
2
0
円
百
璽

度
の
身
体
障
害
者
の
人
の
申
出
に

よ
り
。
１
人
に
つ
き
2
0
枚
を
配
布

し
ま
す
。
配
布
の
対
象
は
、
重
度

宇
治
市
弓
追
憶
尽
は
、
４
月
の
身
体
障
害
者
（
１
級
ま
た
は
２

Ｓ
ａ
日
の
午
前
９
時
か
ら
陸
王
自
衛
・
級
）
で
。
昭
和
5
5
年
３
月
１
日
現

隊
関
西
地
区
補
給
処
m
場
で
、
在
満
６
歳
以
上
の
人
。

第
９
回
市
長
杯
争
奪
弓
道
大
会
を
ご
希
望
の
人
は
。
５
月
3
1
日
ま

開
き
ま
す
。
種
目
は
近
的
と
遠
的
。
で
に
、
近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障

参
加
費
は
一
般
４
百
円
、
学
生
２
害
君
手
帳
を
提
示
の
う
え
申
請
し

百
円
。
申
し
込
み
は
。
４
月
2
0
日
で
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
郵
便
局
・

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
隻
『
氏
名
、
福
祉
事
務
所
等
に
あ
り
ま
す
。
郵

段
位
を
記
入
し
て
、
河
野
弥
一
さ
便
に
よ
る
申
請
も
で
き
ま
す
。

ん
（
広
野
町
小
根
尾
1
4
7
‐
2
2
）
ま
（
宇
治
郵
便
局
）
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13日（日）

宇治公園

中の島

夕ライ舟

競争

ミニ

ＳＬ運転
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